
 
 

                               
                               

                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 正答率 

本校 50.0% 

広島県 56.5% 

解答 

類型 
１ ２ ３ 4 

左記

以外 
無回答 

本校の

割合(%) 
50.0 15.0 20.0 15.0 0.0 0.0 

 

教科に関する調査の設問別の分析結果 

平成２１年度 広島県「基礎・基本」定着状況調査 中学校国語２学年 四 ４ 

 
 
・文章の展開をとらえ，全体の構成やそれぞれの段落の役割を理解する力。 
・文章から必要な情報を読み取り，整理する力。 

 
 
・解答類型２（ア）について,意見と問いの投げかけの部分が区別できておらず，二つの段落を一つの内
容と捉えている。 

・解答類型３（ウ）について,体験の説明と事実の部分が区別できておらず，二つの段落を一つの内容と
捉えている。  

・解答類型４（エ）について,体験の説明と事実の部分を区別できておらず，二つの段落を一つの内容と
捉えている。また,問いに対する的確な答えをつかむことができていない。 

（質問紙項目との関連） 

・質問項目１５「国語の授業では，段落や文章全体の組み立てに注意して文章を読んでいます。」 

 

あてはまる あてはまらない 

よく やや 計 計 あまり まったく 

15.0 25.0 40.0 60･0 55.0 5.0 

  この結果が，「文章の展開に即して登場人物の心情を捉える」問題や「構成や論理の展開を捉える」
問題の通過率の低さと一致していると考えられる。 

この問題を解くために必要な力 

誤答分析 

【
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〈正答について〉 
  イ 

 

第１学年 国語科学習指導案 

単元名：真実を語る『未来をひらく微生物』大島泰郎 

四 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答

え
な
さ
い
。 

  

（
水
口
博
也 

 

「
ク
ジ
ラ 

大
海
を
め
ぐ
る
巨
人
を
追
っ
て
」

に
よ
る
。
）

庄原市研究推進地域 庄原市立高野中学校 国 



 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

【単元名】  ５ 真実を語る 未来をひらく微生物 

 

 

調査結果からみる課題 

 

【課題となる力】 

・文章の展開をとらえ，全体の構成やそれぞ
れの段落の役割を理解する力。 

・文章から必要な情報を読み取り，整理する
力。 

 

【指導上の課題】 

・段落相互の関係を正しく押さえることがで
きない。 

・文章から必要な情報を読み取り,整理して
書くことが十分にできない。 

・文章の中心の部分と付加的な部分,事実と
意見などの読み分けが十分にできない。 

 

 

指導改善のポイント 

 

【指導の工夫】 

 ・各段落の要旨をまとめさせたり，指示語や接
続語をもとに文章全体の構成を考えさせた
りするための学習活動を工夫する。 

・必要な情報を図式化したり文章化させたりし
て，文章の構成を読み取って全体をまとめる
ことができるような学習活動を仕組む。 

・文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と
意見をキーワードを基に読み分けるための
指導を工夫する。 

 

①各段落の要旨をまとめさせたり，指示語や接続語をもとに文章全体の構成を考えさせたりするため

の学習活動を工夫する。 

・字数制限をつけたり，助詞の使い方を確認したりするなど，各段落の要旨を条件に沿ってまとめ

て書けるようにし，文章全体の構成を把握できるようにワークシートを工夫する。 

②必要な情報を図式化させたり文章化させたりして，文章の構成を読み取って全体をまとめること

ができるような学習活動を仕組む。 

 ・文章全体の内容（導入＝微生物の働き，本文＝具体的な試み，まとめ＝結論）をワークシート

やグループ学習などを通して読み取らせ，その後レポートを書く場を設定する。レポートを書

くために，文章から必要な情報を取り出させ，図式で表したり，比較の視点をもって文章を書

かせたりする。 

③文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見をキーワードを基に読み分けるための指導を工

夫する。 

 ・指示語や接続語，キーワードを手がかりにして内容を読み分けることができるようにワークシ

ートや指導を工夫する。 

調査結果の分析をふまえた指導改善のポイント 

 平成２１年度 広島県「基礎・基本」定着状況調査 中学校国語２学年 四 ４ 



 
 
 
 
 

 
 

 

本単元は，微生物の働きや特徴をとらえ，環境問題の改善に向けての微生物の活躍を分かりやすく書

いた説明文である。微生物というとなじみが薄いように思うが，この文章を読むと，微生物が自分たち

の生活と深い関係にあることがわかる。そして，今，社会的な問題になっている環境問題の解決に関わ

っていることを知ることもでき，微生物を身近に感じることができる。 

また，本単元の目標に「段落や構成に着目して読み」とあり，生徒の課題となっている「文章の展開

をとらえ，全体の構成やそれぞれの段落の役割を理解する力」を付けるのに適しているともいえる。 

なお，内容も今までに学習した説明文と同様に「導入・本文・まとめ」の構成となっており，各段落

にキーワードとなる言葉や指示語・接続語などが効果的に使われているので，構成をとらえるのに分か

りやすい文章である。よって，キーワードを基にして各段落の内容をまとめることも可能である。ワー

クシートを用いて，グループで学習をしたり図式や文章でまとめたりするなどさまざまな学習活動を通

して文章全体の構成や内容を読み取らせ，さらに，後続の単元「調べたことを正確に伝えよう」へつな

げていきたいと考える。 

  
 
 
 
<誤答分析から> 

・問題文の各段落にある意見と問いの投げかけの部分の区別ができておらず,二つの段落を一つの内容と

捉えている。 

・体験の説明と事実の部分が区別できておらず,二つの一つの内容ととらえている。また, 問いに対する

的確な答えをつかむことができていない。 

 

<指導上の課題> 

・段落相互の関係を正しく押さえることができない。 
・文章の中心の部分と付加的な部分，事実と意見などの読み分けが十分にできない。 
・文章から必要な情報を読み取り，整理して書くことが十分にできない。 
  
 
 
 
（１）指導内容・指導方法について 

   （○書くこと ●読むこと） 

 ①全文を通読し,各段落を決められた字数でまとめる。（○） 

 ②それぞれの段落を「導入・本文・まとめ」に分けて,文章の構成をとらえる。（●） 

 ③本文を図式化したり文章化したりして文章の内容をとらえる。（●） 

 ④微生物を利用した環境問題の解決策について調べ,レポートを書く。（○） 

 ⑤まとめた文章を交流する。 

 

（２）「ことばの教育」との関連 

 「言語技術」を活用した指導を通して,生徒につけたい力は次の通りである。 
  □文章の図式化,文章化を通して内容をとらえる活動場面・・・■情報を的確に分析する力 
  □文章の構成をグループ,全体で説明する場面・・・・・■自分の考えを根拠をつけて的確に表現する力 

第１学年 国語科学習指導案 

単元名：真実を語る『未来をひらく微生物』大島泰郎 

単元について 

指導改善のポイント 

調査結果からみる課題 



 

 
 

関心・意欲・態度 書くこと 読むこと 言語事項 
 
・微生物と環境の関係

を理解し，わかりや

すくまとめて書こう

としている。 
 

 
・必要な情報を読み取

って図式化や文章化

し，文章の構成を理解

し，自分の文章に役立

てる。 

 
・指示語や接続語，キー

ワードの効果的な使い

方に注目して，段落の役

割を理解し，文章構成や

展開を正確にとらえて

いる。 
・文章から要旨に関する

必要な事項を読み取っ

ている。 
 

 
・文中にある重要な語句

の意味を正しく理解して

いる。 

  
 

 

 

 

（全６時間） 

評     価 
次 学習内容（時数） 

関 書 読 言 評 価 規 準 評価 
方法 

本文を通読し，各

段落の内容をまと

める。（１） 

 ○  
 
◎

 
 
 
 
 
○

・必要な情報を読み取って文章化し，文章の構成

を理解しながら文章を書いている。 
・指示語や接続語，キーワードの効果的な使い方

に注目して，段落の役割を理解し，文章構成や

展開を正確にとらえている。 
・文中にある重要な語句の意味を正しく理解して

いる。 
各段落のまとめの

文章をもとに，全

体の構成をとらえ

る。（１） 
   本時１/１ 

   
◎

 
・指示語や接続語，キーワードの効果的な使い方

に注目して，段落の役割を理解し，文章構成や

展開を正確にとらえている。 
 

一 

「導入・本文・ま

とめ」に書かれて

いる内容をまとめ

る。（２） 

 ○  
 
◎

 
 
 
 
 
○

・必要な情報を読み取って文章化し，文章の構成

を理解しながら文章を書いている。 
・文章から要旨に関する必要な事項を読み取って

いる。 
・文中にある重要な語句の意味を正しく理解して

いる。 

ノート 
ワークシート

二 

微生物を利用した

環境問題の解決策

について調べ，レ

ポートを書いて交

流する。（２） 

○  
 
◎

  
 
 
 
 
○

・微生物と環境の関係を理解し，分かりやすくま

とめて書こうとしている。 
・必要な情報を読み取って図式化や文章化し，文

章の構成を理解し，自分の文章に役立てる。 
・文中にある重要な語句の意味を正しく理解して

いる。 

レポート 

 
 
 

単元の目標 

指導と評価の計画 



 
 

（１）本時の目標 

・各段落の要約文を基に，それぞれの段落の役割を確認しながら全体の構成をとらえる。 

 

（２）本時の学習展開 

 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法 

１ 前時をふりかえり，本時の

学習内容を確認する。 
 
・音読活動をする。 
 
・文章の構成について復習をす

る。 
 
 
・本時の学習内容を確認する。 
 
 
 
２ 全体構成をとらえる① 
 
・各自で全体構成に沿って段落

分けをする。 
 
 
 
 
 
 
 
３ 全体構成をとらえる② 
 
・全体の構成の確認をグループ 
で行う。 
 
 
 
 
 
４．全体構成をとらえ，まとめ

る。 
 
・各グループでまとめた構成を

発表し，交流する。 
 
 
 
・全員で，文章構成を確認する。 
 
・次時の予告をする。 

 
 
 
・各段落の要約文を音読させる。
 
・全段落数，導入・本文・まと

めの構成や役割について確認

させる。 
 
 
 
 
 
 
 
・各段落の要約文をもとに，「導

入」・「本文」・「まとめ」がそ

れぞれどこからどこまでなの

かを考えさせる。 
・指示語や接続語にも注目しな

がら段落を分けるようにヒン

トを与えながら活動させる。 
 
 
 
・どうしてこのような構成にし

たのか，根拠を挙げさせなが

ら，グループでまとめさせる。

 （指示語，接続語，重要語句

などを板書に提示する。） 
 
 
 
 
 
・それぞれのグループで，どう

してこの構成にしたのかを，

根拠を挙げて発表させる。 
 
 
 
 
・家庭学習について指示を出す。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・指示語や接続語， 
キーワードの効果 
的な使い方に注目 
するとともに，各 
段落の役割に着目 
して，文章構成や 
展開を正確にとら 
えている。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
観察 
ワークシート 
 
 
 

本時の学習 

 各段落の要約文をもとに、各段落の役割を確認しながら文章全体の構成をとらえよう。 



（３）板書計画 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時 

 

 

 広島県「基礎・基本」定着状況調査に類似した問題を作成し，２学期期末試験で，「文章の構成を捉え

てそれぞれの段落の役割を理解する力」や「文章から必要な情報を読み取って整理する力」を問う。また，『未

来をひらく微生物』で本文の文章構成を樹形図を用いて学習したので，あわせて問うことにした。 

 

〔１年生 ２学期期末試験〕 

 （二 問題文 『砂漠は生きていた』高田勝） 

 

３ この文章はどのように論が展開されているか。次の中から当てはまるものを記号で選び、答えなさい。 
 
ア まず、カンガルーネズミについて紹介をし、次に具体的な事実を取り上げ、最後に筆者の意見を述べている。

イ まず、カンガルーネズミについて自分の意見を述べ、次に具体的な事実を取り上げ、最後にまた自分の意見

を述べている。 
ウ まずカンガルーネズミについて紹介をし、次に具体的な事実を挙げながら、人間の生活と比べている。 
エ まずカンガルーネズミについて紹介をし、次に疑問に思ったことを挙げ、最後にその答えを書いている。 
 
４ この文章を「導入・本文・まとめ」に分けるとどうなるか。 
最も適切なものを記号で選び、答えなさい。 

 
ア 導入〔１〕 本文〔２・３・４・５〕 まとめ〔６・７・８〕 
イ 導入〔１・２〕 本文〔３・４・５〕 まとめ〔６・７・８〕 
ウ 導入〔１・２〕 本文〔３・４・５・６〕 まとめ〔７・８〕 
 

 

 

３< 正答について：ア>                  ４< 正答について：イ> 

       

解答 

類型 
ア イ ウ エ 

解答 

類型 
ア イ ウ 

割合 

（％） 
３８ ０ ５２ １０ 

 
割合 

（％） 
３３ １９ ４８ 

検証 

検証の方法 
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検証結果 



 

 

 

〔誤答分析 二 ３〕 

・「解答 ウ」… ６段落目と７段落目が，人間と自然との関わりについて書いている段落であり，

そこから「ウ」と答えたと考えられる。 

 ・「解答 エ」… ２段落から５段落目が，カンガルーネズミの水分量の調整について書いている段

落であり，そこを筆者の疑問点および答えととらえたと考えられる。 

〔誤答分析 二 ４〕 

 ・「解答 ア」… ２段落目は，カンガルーネズミの生態について説明されている段落であるが，こ

れを「具体例＝本文」ととらえたと考えられる。 

 ・「解答 ウ」… ６段落目と７段落目は，人間と自然との関わりについて書かれているが，この二

つの段落のつながりが理解できていないと考えられる。 

 

 なお，授業で学習した『未来をひらく微生物』でも上記と類似の問題を出した。この場合，論の展開

についての正答率は６２％，樹形図についての正答率は８５％であった。授業で学習すれば，ある程度

理解できる。しかし，まだ十分に定着していないため，他の文章では学習したことを応用できないとい

うことが分かった。この傾向は２年生でも同じことが言えた。 

今後は，教科書以外の文章を読む取組みも積極的に取り入れ，多くの文章に慣れさせる必要がある。

教科書で学習をした後，練習問題や小テスト，さらに定期テストでも応用問題として教科書以外の文章

を取り入れていく。そして，数多くの文章や問題を経験させていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果・考察 



（資料） 

高野中学校 ２学期期末試験より 

一年生 〔１年生 ２学期期末試験〕 

（二 問題文 『砂漠は生きていた』高田勝）：『国語の学習２ 改訂版』（浜島書店 P．20） 

１  カンガルーネズミとおぼしき、しっぽのえらく長いネズミがライトの先を横切る。 

２  この動物こそ徹底した水分節約主義者として有名だ。水を飲まないまでも生きていけるといわれる。といって、サ

ボテンなど水分の多いものを食べているのでもなく、乾いた小さな種子を主食にしている。 

３  その秘密は、水分の収支決算を厳密にしているところにあるらしい。日中は深く湿り気のある穴の中で過ごし、呼

吸を抑えて出る水分量を減らし、なおかつほんのわずか出てしまう水分と、穴の湿気をふたたび体内に取り込んで

しまう。夜に出歩いて、えさについた湿気も取り込む。そのうえで、排尿をほとんどしない。 

４  そしてこの動物は、これをえさとする他の大型動物にとってのこのうえなく大切な水分補給源となっているのだ。 

５  ツメに火をともすように、切りつめ切りつめて蓄えた水分が、他の動物のための水になる。自然のサイクルとはい

え、あまりに哀れではある。 

６  日本人は水に恵まれすぎて、水のありがたさをもっとも知らない国民と言われている。 

７  カンガルーネズミの運命に思いをはせながら、そんなことが頭に浮かび、連鎖的に森林伐採のことや河川改修

のことどもに思いたって、あわてて頭をふりはらった。 

８  しかし、生きる、生き抜くということのものすごさの実感だけは、消えもしなかったし消そうともしなかった。 

 
  

３ この文章はどのように論が展開されているか。次の中から当てはまるものを記号で選び、答えなさい。 
 
ア まず、カンガルーネズミについて紹介をし、次に具体的な事実を取り上げ、最後に筆者の意見を述べている。

イ まず、カンガルーネズミについて自分の意見を述べ、次に具体的な事実を取り上げ、最後にまた自分の意見

を述べている。 
ウ まずカンガルーネズミについて紹介をし、次に具体的な事実を挙げながら、人間の生活と比べている。 
エ まずカンガルーネズミについて紹介をし、次に疑問に思ったことを挙げ、最後にその答えを書いている。 
 
４ この文章を「導入・本文・まとめ」に分けるとどうなるか。 
最も適切なものを記号で選び、答えなさい。 

 
ア 導入〔１〕 本文〔２・３・４・５〕 まとめ〔６・７・８〕 
イ 導入〔１・２〕 本文〔３・４・５〕 まとめ〔６・７・８〕 
ウ 導入〔１・２〕 本文〔３・４・５・６〕 まとめ〔７・８〕 
 

 

３< 正答について：ア>                  ４< 正答について：イ> 

      ８    ０   １１    ２             ７    ４   １０ 

 

 

 

解答 

類型 
ア イ ウ エ 

解答 

類型 
ア イ ウ 

割合 

（％） 
３８ ０ ５２ １０ 

 
割合 

（％） 
３３ １９ ４８ 


